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富山湾（石川県側及び富山県側）では，これまで

約13種の鯨類がストランディング及び目撃により記

録されている（佐野,1999；南部他,2002,2003)。本

論文では，2005年に富山湾（富山県側）で確認した

l例の鯨類について報告する。

富山湾で確認された鯨類

2005年の富山湾での鯨類の確認状況等は下記の

l例であり，確認地点を図lに示す。

カマイルカLage"o7hy"cﾙ"sob〃9"”e"sメス，

マイルカ科Delphinidae図2，3，4

場所：氷見市松田江浜

確認日：2005年6月21日

計測値：体長108cm

状況：午前10時頃，波打ち際で氷見市職員により発

見される。15:30～16:00に廃棄物処理場で南部が計

測し写真撮影等を行う。その後業者により処分され

た。

左胸ぴれは欠損していた。左アゴが外れ，左目は

消失していた。胸びれ下の腹部が破れ，内蔵が飛び

出ていた。

富山湾では，コククジラ科Eschrichtidaeのコクク

ジラ恥ch"cﾙ"“ro6"s畝s，ナガスクジラ科のミン

ククジラBa/αe"Qpreraac"roros"αrα及びザトウクジ

ラMegapre'α〃ovaeα"g"αe，アカボウクジラ科

ZiphidaeのツチクジラBeγ〃成脚s6α"dj及びオウギハ

クジラM“op/CJC〃“eﾉ〃ege”，マイルカ科

DelphinidaeのオキゴンドウPse"f/oγcacr“s”e"s，

ハナゴンドウG7α脚p"sgγzse"s，ハンドウイルカ
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図1．確認地点（1：氷見市松田江浜）

T"芯/”s〃""c“"8，カマイルカz,age"orhy"ch"さ

o6"9‘”e"s，ハセイルカDeIp肺""Sc”e"”，ネズ

ミイルカ科Pﾙocoe"”αeのネズミイルカPhocoe"塞

鋤ocoe"α,ｲｼｲﾙｶPhocoe"o""‘α"j,ｽﾅﾒ

ﾘⅣeOPhOcae"αP方Ocae"o”esの13種のイルカ・ク

ジラ類が記録され（佐野，1999；斎藤，1999；桶田

2000;南部他，2001,2003,2004；南部他，200乱

2004,2005;日本鯨類研究所，2004)，今回確認され

たカマイルカは既知種である。

カマイルカは筆者らの調査では富山湾のイルカ類

では最も多くの記録がある。2004年4月11日，魚津

市片貝川河口沖から経田の間，群れ（南部他，

2005）；2003年5月16日，魚津市三ケの海岸，メス

死体，体長201cm（南部他，2004）；高岡市雨晴

2002年4月2日，メス死体，体長185cm（南部他ゞ

2003）；魚津市三ケ地区の沿岸，2001年4月20日

群れ（南部他，2002）がある。また，関他（2005》

は，カマイルカの群れを，1998,2000,2001,2003年

の2月，4月，5月に富山湾で確認している。今回の

記録は最も小さい個体であり，また，確認した6月

は，過去のカマイルカの記録での中では最も遅い。

図2．カマイル力の漂着状況（富山県高岡土木セン

ター氷見土木事務所提供）



南部久男・山田格

図3．カマイル力の左側面
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